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 ６．共同研究の成果 

本研究では、大規模 Web ベースシステム（e-Learning System）の運用管理を円滑に行うための

フレームワークを検討することを目的に、システム全体を複数のサブシステムに分割するための方

法と、サブシステムを用途に応じて再構築できるための方法について検討した。その結果、サブシ

ステムの主たる要素となるデータベース（DB）構造の自動生成と、格納データの標準形化から、シ

ステム分割の具体的方法を提案し、さらに、スクリプトの記述によってシステムを再構築するため

の方法を示した。 
 
① データベース構造の自動生成 

Web ベースシステムに必要な DB は、テーブル、外部キー、SQL 実行権限（ロール）、ビュー、

ストアドプロシージャの情報であり、これらを現 DB から取得して、以下のような ET スクリプト

を自動生成する分割用プログラムを開発した。 
 
?- (table "Color" (("colorID" "tinyint identity" 3 0 ( ) PK) ("name" "nvarchar" 10 0 ( ) ( )))) . 

?- (power "Color" (("public_user" ("Select")))) .  

?- (foreign-key "Color" (("colorID" ("Articles" "colorID")))) . 

 

それに付随して、生成した ET スクリプトを実行すると SQL 文に変換されて DB を再構築する統

合用プログラムを開発した。この分割用・統合用のプログラムを実行することで、現 Web ベースシ

ステムの DB 構造を全て自動抽出でき、スクリプトの記述方法に従って、新サーバ内で用いる DB
構造を自在に再構築できたことを実験により確認した。 
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（研究成果のつづき） 
② 格納データの標準形化 

DB の再構築は、①で示した DB 構造だけでなく格納データの移行も必要になる。格納データの

多くは ID を主キーとし、オートインクリメント（連番）で ID が追加されるが、それが削除される

と欠番になって DB の劣化が進む。欠番がなくリンクを保持している状態（標準形）が管理運用に

おいて必要であり、本研究ではテーブルの新旧 ID 対照表を生成し、その対照表を基にして ID を書

き換えることで、リンク保持しつつも自動的に欠番を詰めていくプログラムを作成した。 

(array "QuizSet" "SetID"*X)  (= *X { ( ) 1 ( ) 2 } ) . 

(array "Quiz" "QuizID" *X)  (= *X { ( ) 1 ( ) 2 3 } ) . 

上記は現 DB を基に自動生成された対照表ルールであり、それと同時に、以下の ID 変換ルールも自

動生成される。そして、これらを含むルール集合の適用によって標準形を生成する。 

(trans "QuizSet_Quiz" ((*OS *OQ) | *R) *NEWID) 

           (array "QuizSet" "SetID" *QS),(array "Quiz" "QuizID" *Q), 

         (getArrayElement *QS *OS *NS),(getArrayElement *Q *OQ *NQ), 

         (= *NEWID ((*NS *NQ) | *NR)),(trans "QuizSet_Quiz" *R *NR). 

稼働実験の結果、約 2500 件のクイズ問題、同様に約 2500 件のコラムなどといった大規模データか

ら標準形を生成し、新サーバに移管できたことを確認した。 
 
③ ＥＴスクリプトの記述によるシステム再構築の方法 

LMS を再構築する場合は、用いるサブシステム（CGI が入ったフォルダ）を Web サーバに配置

し、それに伴う DB を以下のように ET スクリプトで記述する。 

?- (include "quiz.dat"), (include "quiz.etc"), (include "bbs.dat"). 

dat ファイルは、①で示した DB 構造の再構築を行うものであり、etc ファイルは、②で示した標

準形データを、再構築した DB に挿入するプログラムである。上記のスクリプトを見ると、quiz（演

習問題サブシステム）では過去問題のデータを新サーバで用いるために dat と etc が記述されてい

るが、bbs（掲示板サブシステム）では過去のデータを用いず新規で運用するため、dat のみが記述

されている状況であることがわかる。 
 
このように、Web ベースシステムの管理運用を、上記①～③に示した分割・統合技術によって円

滑に遂行するフレームワークを実現できたことが本研究の成果である。しかしながら、ET スクリプ

トを記述する手間など、再構築を手動で行う箇所も残っており、システム継承者が容易に操作でき

るようになるまでには改善が必要である。今後は、再構築・再運用を簡便にする Web インターフェ

ースの開発や、システムの安全性をチェックできる検証機構の実装などを進めていく予定である。 

【研究成果の公表】 
 石川貴彦, 赤間清: 学習者の要望に対応する e-Learning システムの実装と授業実践,  

教育システム情報学会第 36 回全国大会講演論文集, pp.426-427, 平成 23 年 8 月 
 
石川貴彦, 赤間清: 再構築・再運用を考慮した LMS,  
大学 ICT 推進協議会 2011 年度年次大会論文集, pp.301-304, 平成 23 年 12 月 

 


